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編 集 後 記

人間科学部の前庭には,阪 大のシンボルであるイチョウの植込みがある。こ

れがやっと根付き,太 い枝を上下左右に延ぽしだした。人間科学部の本館の塗

装も,と りあえず外周道路に面した前半分だけが終わ り,12年 の汚れを落して

見違えるばか りにきれいになった。そ ういえば,外 周道路沿いには,阪 大正門

ができて 「西の赤坂離宮正門」とい う噂もまんざらではない,堂 々たる威容を

誇っている。もっとも1年 近 くたった今もなお 「開かずの門」のままではある

が,と もか くこうして,人 間科学部の外側は,十 余年を経て面目を一新した。

肝心の内側の研究と教育は,ど うなのか。

これは微妙な問題であって,イ チ ョウや外装や正門のように,は っきり形を

とって現われてこない。あえて言えぽ,比 較文明学の講座や,社 会学,教 育学

の基礎科目が,そ れぞれ専任の教授を迎えて発足できる見通しもついた。い く

つかの学会も本学部で開催された。講座を超え,時 には系を超えての共同研究

も,い くつかが継続している。 この紀要論文 も,ほ ぼ例年通 りの本数で,力 作

を収めることができた。学部が一人立ちして,独 自のカラーを創 り出すのに,

少な くとも十年かかると言われる。確かにその通 りであって,新 しい次のステ

ップを踏み出す時と言えよう。

茅野良男前学部長がご退官になる。その業績等を本巻に収め,長 年にわたっ

て本学部の研究と教育,そ して運営に努力を傾注された茅野教授に,謝 意を捧

げるものである。

紀 要編 集 委 員

○水 越 敏 行

阿 部 彰

梶 原 景 昭

厚 東 洋 輔

南 徹 弘

(○印委員長)



昭和63年3月20日 印刷

昭和63年3月30日 発行

大阪大学 人間科学部紀要 第14巻

編集 ・発行 大 阪 大 学 人 間 科 学 部

〒565吹 田 市 山 田丘1-2

TELO6(877)5111(大 代表)

印 刷 京都 市下京区 中堂寺鍵 田町2

株式会社騙 同 朋 舎



1∵

BU:L:LETIN

VO:L。14 1988

CONTENTS

InducedMovementandFrameofRefere旦ce

一.・ ・… …YoshiakiNakaji颯a(1)

VisualPerceptionofBiologicalMOtio糞A夏example

ofeve漉tperceptio豆TakashiKashiwabara(25)

AnAnalysisofFiguralAmbiguityus血gStructual

Informatio夏Theory:Co江cemi血gVohmtaryVisual

Exploratioロ ・ …,… … … … ・…SeikiAkai(49)

SizeCompariso且f『omtheStandpointofthePsychology

ofSet:AnApproachtotheFoundationofVisual

Behavi・r・ … 一 ・…Kiy・shiMa1ya(73)

Respo且setoExperimentalPlaybacksofConspec量{ic

AlarmCallinFree・raロg血gJapanesemacaques

(瓢 α:aqa.伽`ata)・ …AtsuyaYosllida(89)

EffectsofInterpersonalIn豆uenceProcessesdur垣9

GroupDecisionMakingo夏theImple皿entation

ofadegision… ・ ・ … … … … … ・… ・…ToshioSugim孤(101)

RegearchonPositiveIntereststowardtheSea

・ … … … … … ・ … … … ・
.恥tsuoYoshida(123)

VocalMi血icryhlBirds

.ItsPhenomenona且dFun6tio夏 一 ・・…TsmeoYamada(147)

WhenisanImage?・ … … … … … … … … ・… ・・… ・… ・TatekiSuge豆o(191)

TheEsti加at…oロ 瓠dComparisg皿ofCh孤ging

E鑓ohnα 陰tRatesofJapaロeseUniversity一 … ・・JyojiKikuclli(221)　ド
Motio夏Pictur6asResearchMaterialsforEducational

History・ ・ … … … … … 一AkiraAbe(255)

Published

by

THEFACULTYOFHUMANSCENCES

OSAKAUNIVERSITY


